
【
資
料
】

清
沢
満
之
研
究
班
の
活
動
と
成
果

│
│
『
清
沢
満
之
全
集
』
別
巻
編
纂
に
関
す
る
調
査
報
告
│
│

西

本

祐

攝

大

艸

啓

一
、
は
じ
め
に
│
│
『
清
沢
満
之
全
集
』
別
巻
刊
行
の
経
緯
│
│

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
の
清
沢
満
之
研
究
で
は
、
大
谷
大
学
の
初
代
学
監
で
あ
る
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
│
一
九
〇
三
年
）
の
生
涯
と

思
想
の
研
究
を
目
的
と
し
、
ま
た
学
内
外
を
問
わ
ず
清
沢
満
之
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
二
〇
二
〇
年
度
に
か

け
て
の
三
年
間
の
研
究
活
動
に
お
い
て
、『
清
沢
満
之
全
集
』
別
巻
Ⅰ
・
Ⅱ
（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
〇
│
一
、
以
下
『
全
集
』
別
巻
と
略
）
の

編
集
刊
行
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
研
究
活
動
の
背
景
と
し
て
は
、
一
九
九
一
年
度
に
真
宗
総
合
研
究
所
内
に
清
沢
満
之
研
究
が
発
足
し
、
一
九
九
三
年
度
に
大
谷
大
学
に

お
け
る
清
沢
満
之
の
『
全
集
』
編
纂
に
向
け
た
研
究
活
動
が
開
始
さ
れ
、
清
沢
満
之
没
後
一
〇
〇
周
年
を
機
に
大
谷
大
学
編
『
清
沢
満
之
全

集
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
│
三
、
以
下
『
全
集
』
と
略
）
の
刊
行
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
、『
全

集
』
に
収
録
で
き
な
か
っ
た
清
沢
満
之
著
述
群
に
つ
い
て
、『
全
集
』
刊
行
期
間
中
、
お
よ
び
刊
行
後
も
、
調
査
・
収
集
・
翻
刻
・
校
正
を
断

続
的
に
行
っ
て
き
た
。
二
〇
一
四
年
度
か
ら
は
そ
れ
ら
を
収
録
し
た
『
全
集
』
別
巻
刊
行
に
向
け
た
研
究
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
、『
全
集
』
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未
収
録
文
献
の
収
集
、
翻
刻
、
精
査
、
校
正
の
活
動
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
活
動
に
よ
り
、『
全
集
』
掲
載
基
準
を
満
た
す
と
考
え
ら
れ
る
清
沢
に
よ
る
大
学
寮
で
の
講
義
録
、
自
筆
書
簡
、
清
沢
著
述

の
清
沢
自
身
に
よ
る
英
訳
文
献
、
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
た
論
稿
等
を
確
認
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
い
て
、
二
〇
一
六
年
度
末
ま

で
に
行
っ
た
調
査
に
つ
い
て
は
、
藤
原
正
寿
・
西
本
祐
攝
「
大
谷
大
学
編
『
清
沢
満
之
全
集
』
未
収
録
文
献
に
つ
い
て
」（『
真
宗
総
合
研
究
所

研
究
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
、
以
下
「
調
査
報
告
」
と
略
）
に
報
告
済
み
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
活
動
を
背
景
と
し
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
の
本
研
究
班
の
活
動
は
開
始
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
四
月
二
五
日
に
開
催
し
た
第

一
回
の
全
体
会
議
に
お
い
て
、
別
巻
に
収
録
す
る
文
献
は
研
究
活
動
開
始
ま
で
に
確
認
し
得
た
文
献
を
掲
載
し
て
刊
行
す
る
と
い
う
基
本
方
針

を
研
究
員
間
で
共
有
し
た
。
研
究
員
間
で
こ
の
基
本
方
針
を
決
定
し
た
理
由
と
し
て
は
、
編
集
刊
行
中
に
新
た
な
文
献
情
報
が
随
時
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
不
十
分
な
確
認
の
ま
ま
掲
載
に
至
る
こ
と
は
、
本
『
全
集
』
及
び
『
全

集
』
別
巻
の
性
格
上
、
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
七
月
二
五
日
に
開
催
し
た
研
究
班
の
全
体
会
議
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
ま
で
の
研
究
活
動
で
行
な
っ
た
収
集
文
献
の
内
容
検
討

を
踏
ま
え
て
、
別
巻
の
構
成
案
を
決
定
し
た
。
収
集
済
み
の
文
献
は
『
全
集
』
の
体
裁
（
一
頁
あ
た
り
、
一
行
五
二
字
×
一
七
行
）
に
換
算
し

て
二
巻
分
の
分
量
で
あ
っ
た
。『
全
集
』
全
九
巻
は
各
巻
を
テ
ー
マ
別
に
分
類
し
た
上
で
各
巻
ご
と
の
名
称
を
付
し
た
が
、
別
巻
は
収
録
す
る

文
献
の
内
容
か
ら
、
テ
ー
マ
別
に
ま
と
め
て
巻
ご
と
に
名
称
を
付
す
こ
と
は
せ
ず
、
二
巻
を
通
し
た
構
成
と
し
、
講
義
・
執
筆
年
代
と
内
容
を

踏
ま
え
た
上
で
、
適
切
な
頁
数
で
区
切
る
案
に
決
定
し
た
。

別
巻
の
「
編
集
方
針
」
は
、『
全
集
』
の
方
針
を
踏
襲
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
特
に
、
掲
載
文
献
は
原
則
と
し
て
清
沢
自
身
の
著
述
に
限

る
こ
と
、
本
文
の
文
字
表
記
に
つ
い
て
は
依
拠
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
、
編
者
に
よ
る
仮
題
や
注
記
は
〔

〕
な
ど
を
用
い
て
明
示
す
る
こ
と

等
で
あ
る
。「
編
集
方
針
」
に
つ
い
て
明
文
化
し
う
る
こ
と
に
つ
い
て
は
「
凡
例
」
に
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
全
集
』
に
倣
い
、
解
題
は
、

依
拠
本
の
書
誌
情
報
等
、
極
め
て
限
定
し
た
内
容
に
と
ど
め
て
い
る
。
こ
れ
は
編
集
す
る
我
々
が
恣
意
的
に
テ
キ
ス
ト
を
構
成
し
た
り
、
特
定
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の
個
人
の
研
究
内
容
を
反
映
す
る
よ
う
な
注
、
解
題
を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
と
い
う
編
集
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。以

降
、
編
集
作
業
に
専
念
し
、
出
版
社
（
岩
波
書
店
）
へ
入
稿
す
る
原
稿
の
作
成
を
進
め
た
。
作
業
は
、
研
究
員
と
研
究
補
助
者
（
五
名
）

で
進
め
、
本
文
内
容
の
確
認
、
注
項
目
の
抽
出
等
を
中
心
と
し
た
読
み
合
わ
せ
作
業
と
そ
の
作
業
で
浮
か
び
上
が
っ
た
編
集
上
の
問
題
点
や
本

文
の
文
字
表
記
の
確
定
、
文
献
ご
と
、
特
に
講
義
録
に
お
け
る
章
節
な
ど
の
目
次
の
確
定
、
注
内
容
の
確
定
作
業
な
ど
を
継
続
的
に
行
っ
た
。

具
体
的
に
編
集
を
担
当
し
た
の
は
、
研
究
員
の
一
楽
真
、
大
艸
啓
、
加
来
雄
之
、
西
尾
浩
二
、
西
本
祐
攝
、
福
島
栄
寿
、
藤
原
正
寿
、
嘱
託

研
究
員
の
川
口
淳
、
浦
井
聡
、
名
畑
直
日
児
、
研
究
補
助
員
の
藤
井
了
興
、
澤
﨑
瑞
央
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
編
集
担
当
者
が
構
成
案
の
検
討
、

読
み
合
わ
せ
に
よ
る
本
文
の
確
定
と
注
の
作
成
を
行
っ
た
。
ま
た
、
研
究
補
助
者
に
よ
っ
て
翻
刻
校
正
作
業
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
は
別
巻
Ⅰ
・

Ⅱ
を
通
し
た
解
説
を
西
洋
哲
学
・
日
本
思
想
史
の
研
究
者
で
あ
る
藤
田
正
勝
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
が
執
筆
し
た
。
加
え
て
出
版
社
で
あ

る
岩
波
書
店
に
お
い
て
も
、
校
正
者
に
よ
る
校
正
・
確
認
作
業
を
行
っ
た
。

別
巻
Ⅰ
を
二
〇
二
〇
年
三
月
二
七
日
に
、
別
巻
Ⅱ
を
二
〇
二
一
年
三
月
二
六
日
に
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
し
、
三
カ
年
の
活
動
を
終
え
て
い

る
。さ

て
、
上
記
の
と
お
り
、
本
研
究
で
は
別
巻
Ⅰ
・
Ⅱ
の
刊
行
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
当
初
、
収
録
予
定
と
し
て
い
た
文

献
で
収
録
を
見
送
っ
た
も
の
、
編
集
中
に
新
た
に
寄
せ
ら
れ
た
清
沢
著
述
文
献
の
情
報
等
、
編
集
作
業
と
並
行
し
て
確
認
し
た
事
柄
が
あ
る
。

以
下
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
で
、
清
沢
著
述
文
献
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
は
か
り
、
今
後
の
清
沢
満
之
研
究
の
課
題
と
し
て
明

示
し
て
お
き
た
い
。

二
、
収
録
文
献
と
未
収
録
文
献

別
巻
は
、
別
巻
Ⅰ
・
Ⅱ
の
二
巻
組
で
、『
全
集
』
全
九
巻
と
同
様
の
製
本
で
刊
行
し
た
。
各
巻
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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【
別
巻
Ⅰ
】

口
絵

凡
例

哲
学
史
講
義

Ⅰ
．
古
代
哲
学
史

Ⅱ
．
中
古
哲
学
史

Ⅲ
．
近
世
哲
学
史

注解
題

【
別
巻
Ⅱ
】

口
絵

凡
例

Ⅰ
．
論
理
学
講
義

Ⅱ
．
心
理
学
講
義

Ⅲ
．
哲
学
史

Ⅳ
．
近
代
史

Ⅴ
．
今
世
哲
学
史

Ⅵ
．
刊
行
物
掲
載
論
文
（
七
篇
）
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Ⅶ
．
書
簡
補
遺
（
一
八
通
）

Ⅷ
〔The

Skeleton
of

a
Philosophy

of
R

eligion.（
草
稿
）〕

注解
題

解
説
（
藤
田
正
勝
）

二
〇
一
六
年
度
ま
で
の
活
動
に
お
い
て
、『
全
集
』
刊
行
後
に
新
た
に
確
認
し
た
清
沢
満
之
関
連
の
文
献
を
収
集
・
翻
刻
し
て
き
た
わ
け
で

あ
る
が
、
二
〇
一
六
年
度
末
ま
で
の
調
査
に
つ
い
て
、
上
記
「
調
査
報
告
」
で
は
、
三
八
点
の
新
出
文
献
を
確
認
し
た
こ
と
、
そ
の
中
で
別
巻

へ
の
掲
載
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
三
三
点
を
確
認
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
の
本
研
究
班
の
活
動
に

お
い
て
、
別
巻
の
編
集
作
業
を
本
格
化
し
、
読
み
合
わ
せ
作
業
等
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
精
査
し
て
い
く
中
で
、
収
録
の
可
否
に
つ
い
て
い
く
つ

か
の
変
更
す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
ず
、
三
三
点
の
中
に
は
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
た
に
別
巻
Ⅱ
へ
収
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
刊
行
物
掲
載
論
文
三
点
と

書
簡
一
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
上
記
「
調
査
報
告
」
か
ら
二
〇
一
八
年
度
の
研
究
班
発
足
ま
で
の
間
に
確
認
で
き
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
収
録
文
献
と
し
て
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
「
開
化
ト
真
理
」（
別
巻
Ⅱ
の
刊
行
物
掲
載
論
文
に
所
収
）、
②
「
無
上
大

法
」（
同
上
）、
③
「
世
界
の
歩
み
（
二
）」（
同
上
）、
④
上
宮
寺
所
蔵
の
明
治
三
十
六
年
四
月
二
十
三
日
付
浩
々
洞
宛
書
簡
（
別
巻
Ⅱ
の
書
簡

補
遺
に
所
収
）
の
四
点
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
一
方
で
、
上
記
三
三
点
中
に
は
、
口
述
者
が
不
明
確
な
講
義
録
二
点
（「
調
査
報
告
」
二
八
│
三
二
頁
、
別
表
Ⅰ
の
№
９
『
倫
理

学
史
』
と
№
１０
『
近
世
倫
理
学
史
』）、
さ
ら
に
、
清
沢
の
自
筆
で
は
あ
る
が
、
所
蔵
元
が
不
確
か
な
文
献
一
点
（「
同
上
」
№
３２
年
不
明
三
月

十
一
日
付
清
川
円
誠
宛
書
簡
）
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
、
編
集
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
判
明
し
た
。
前
者
二
点
は
、
真
宗
大
学
寮
に
お
け
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る
講
義
の
筆
録
で
あ
り
、
そ
の
筆
録
者
で
あ
る
関
根
仁
応
の
自
坊
長
徳
寺
に
、
他
の
清
沢
の
真
宗
大
学
寮
に
お
け
る
講
義
録
「
哲
学
史
」「
近

代
史
」「
今
世
哲
学
史
」（
い
ず
れ
も
別
巻
Ⅱ
に
所
収
）
と
一
括
さ
れ
た
形
で
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
と
同
様
に
清
沢
の
口
述
と
し

て
判
断
し
、
収
集
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
藤
原
正
寿
「
長
徳
寺
蔵
清
沢
満
之
関
連
資
料
の
調
査
報
告
」『
真
宗
総
合
研
究
所
所
報
』
第
六
八

号
、
二
二
頁
参
照
）。
し
か
し
、
こ
の
二
点
に
は
口
述
者
に
関
す
る
記
載
が
な
い
こ
と
を
編
集
を
進
め
る
中
で
確
認
し
、
清
沢
口
述
の
も
の
か

の
精
査
が
不
十
分
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
た
め
、
当
時
の
真
宗
大
学
寮
で
の
科
目
担
当
者
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、「
倫
理
学
史
」
に
関
す

る
科
目
の
担
当
は
柳
祐
信
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
後
述
）。
ま
た
、
№
３２
の
書
簡
一
点
は
、
二
〇
〇
四
年
三
月
の
段
階
で
す
で
に
翻
刻
済

み
の
文
献
で
あ
り
、
長
年
、
当
班
で
影
印
版
を
所
持
し
て
い
た
も
の
の
、
原
本
の
所
在
に
関
す
る
情
報
が
不
明
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
当

時
の
研
究
員
、
研
究
補
助
員
に
も
確
認
を
と
り
、
あ
ら
た
め
て
調
査
を
し
な
お
し
た
が
、
所
蔵
元
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

１

た
め
、
研
究
員
間
で
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
先
の
二
点
と
合
わ
せ
て
、
最
終
的
に
別
巻
へ
の
収
録
を
見
送
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
先
の
『
全
集
』
出
版
に
際
し
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
編
集
作
業
中
に
清
沢
に
関
す
る
新
出
文
献
情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
た
。
本
研
究
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
二
〇
一
八
年
度
研
究
班
発
足
時
に
文
献
内
容
の
確
認
を
済
ま
せ
た
も
の
を
、
別
巻
収
録
の

条
件
と
し
て
優
先
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
実
際
、
想
定
し
た
と
お
り
、
こ
の
編
集
刊
行
期
間
中
に
新
た
な
文
献
情
報
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
き

た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
新
出
文
献
で
あ
る
か
否
か
、
掲
載
基
準
を
満
た
す
か
ど
う
か
な
ど
の
十
分
な
調
査
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
、
上
記

の
方
針
に
従
う
こ
と
を
研
究
員
間
で
確
認
し
、
そ
れ
ら
を
別
巻
に
収
録
す
る
こ
と
は
見
送
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
種
々
の
事
情
に
よ
り
、
別
巻
に
は
収
録
し
な
か
っ
た
が
、
重
要
と
思
わ
れ
る
文
献
も
い
く
つ
か
確
認
し
て
い
る
。
上
記

「
調
査
報
告
」
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
清
沢
の
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト
類
な
ど
、
清
沢
著
述
と
は
い
え
な
い
た
め
に
掲
載
基
準
は
満
た
さ
な

い
も
の
の
、
清
沢
の
思
想
に
密
接
に
関
係
す
る
清
沢
の
自
筆
文
献
が
西
方
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
上
記
「
調
査
報
告
」
で
述

べ
た
よ
う
に
、
先
の
『
全
集
』
に
収
録
し
た
文
献
に
は
、
既
刊
の
『
全
集
』（
無
我
山
房
『
清
沢
全
集
』
全
三
巻
、
有
光
社
『
清
沢
満
之
全
集
』

全
六
巻
、
法
藏
館
『
清
沢
満
之
全
集
』
全
八
巻
）
や
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
文
献
を
依
拠
本
と
し
た
も
の
が
複
数
あ
っ
た
が
、
そ
の
原
本
、
あ
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る
い
は
そ
れ
に
近
い
別
の
刊
行
物
な
ど
、
そ
の
後
の
調
査
・
研
究
で
確
認
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
清
沢
著
述
の
も
の
と
し
て
は
す
で
に
知
ら

れ
て
い
る
が
、
新
出
文
献
と
は
い
え
な
い
た
め
、
別
巻
に
て
再
度
収
録
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
上
記
「
調
査
報
告
」
で
言
及
し
た

法
讃
寺
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
提
供
さ
れ
た
写
真
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
研
究
活
動
を
再
開
で
き
た
二
〇
一
八
年
度
か
ら
翻
刻
を
行
っ
た
。
翻

刻
作
業
に
お
い
て
、
写
真
デ
ー
タ
か
ら
は
文
献
に
記
さ
れ
た
内
容
を
十
全
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
資
料
状
況
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
十
分
な
確
認
が
行
え
な
い
文
献
を
収
録
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
上
で
、
掲
載
を
見
送
っ
て
い
る
。

本
報
告
で
は
、
二
〇
一
八
年
度
以
降
に
新
た
に
寄
せ
ら
れ
た
文
献
群
の
中
で
、
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
清
沢
著
述
の
文
献
に
つ
い
て
そ
の
書

誌
情
報
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。
以
下
の
六
点
で
あ
る
。

①
「
宗
教
と
哲
学
と
の
関
係
」
記
名
「
文
学
士

徳
永
満
之
」『
浄
土
教
報
』
第
十
二
号
（
明
治
二
二
年
七
月
二
五
日
発
行
）『
同
前
』
第
十

三
号
（
明
治
二
二
年
八
月
一
〇
日
発
行
）

②
「
楽
土
論
」
記
名
「
文
学
士

徳
永
満
之
」『
真
仏
教
軍
』
第
二
号
（
明
治
二
五
年
一
月
一
日
発
行
）

③
「
我
無
我
を
論
す
」
記
名
「
文
学
士

徳
永
満
之
」『
真
仏
教
軍
』
第
五
号
（
明
治
二
五
年
七
月
二
五
日
発
行
）

＊
『
全
集
』
第
一
巻
・
三
四
四
頁
一
六
〔
霊
魂
〕
が
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

④
「
宗
教
論
」
記
名
「
徳
永
満
之
述
」『
真
仏
教
軍
』
第
一
一
号
（
明
治
二
六
年
二
月
二
五
日
発
行
）

⑤
「
一
念
三
千
」
記
名
「
文
学
士

徳
永
満
之
」『
明
教
新
誌
』
第
三
二
三
八
号
（
明
治
二
六
年
五
月
一
六
日
発
行
）

⑥
佐
藤
信
治
宛
「
書
簡
」『
精
神
界
』
第
四
巻
第
六
号
（
明
治
三
七
年
六
月
一
〇
日
発
行
）

①
⑤
は
、
川
口
淳
氏
（
現
、
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
員
、
当
時
、
本
研
究
嘱
託
研
究
員
）
に
、
②
〜
④
は
、
中
西
直
樹
氏
（
龍
谷
大
学

教
授
）
に
、
⑥
は
、
名
畑
直
日
児
氏
（
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
研
究
員
、
本
研
究
嘱
託
研
究
員
）
よ
り
提
供
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
ら

２

は
、
す
で
に
活
字
化
さ
れ
仏
教
雑
誌
に
公
開
さ
れ
て
い
る
文
献
で
あ
る
。

以
上
、
今
回
刊
行
し
た
別
巻
へ
掲
載
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
文
献
に
つ
い
て
も
、
清
沢
研
究
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る
文
献
と
し
て
重
要
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な
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
も
そ
れ
ら
の
調
査
・
研
究
を
継
続
し
て
進
め
、
本
誌
等
で
そ
の
成
果
を
報
告
し
て
い
き
た

い
。（
以
上
、
西
本
）

三
、
講
義
録
の
口
述
者
を
め
ぐ
る
問
題

先
の
「
調
査
報
告
」
に
お
い
て
、
別
巻
へ
の
掲
載
基
準
を
満
た
す
も
の
と
し
て
『
倫
理
学
史
』
と
『
近
世
倫
理
学
史
』
を
あ
げ
て
い
た
。
こ

れ
ら
は
、
筆
録
者
で
あ
る
関
根
仁
応
の
自
坊
長
徳
寺
に
、
他
の
清
沢
口
述
の
講
義
録
な
ど
と
一
括
さ
れ
た
形
で
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
と
同
様
に
清
沢
の
口
述
と
判
断
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
点
に
は
口
述
者
に
関
す
る
記
載
が
な
く
、
清
沢
口
述
の
も
の

か
ど
う
か
未
精
査
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
確
認
作
業
が
不
十
分
な
ま
ま
清
沢
口
述
の
も
の
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
重
大
な
反
省
点
で
あ
り
、
今

後
の
た
め
に
も
特
記
し
て
お
き
た
い
。

講
義
録
の
口
述
者
に
つ
い
て
確
認
す
る
場
合
は
、
当
時
の
大
学
寮
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
科
目
担
当
者
を
調
査
し
、
あ
わ
せ
て
、
筆
録
者
の
在

３

学
年
度
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
別
巻
に
収
録
し
た
住
田
智
見
と
関
根
（
草
間
）
仁
応
の
講
義
録
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
表

１
に
ま
と
め
て
お
く
。

表
１

別
巻
収
録
の
講
義
録
の
記
載

筆
録
者

講
義
録

筆
記
年

記
名

住
田

論
理
学
講
義

明
治
二
一
年
一
〇
月
二
三
日

〜
同
二
二
年
四
月
二
七
日

「
於
真
宗
大
学
寮
専
門
別
科

住
田
知
見
記
」

「
文
学
士

徳
永
氏
述
」

住
田

心
理
学
講
義

明
治
二
二
年
五
月
一
四
日

〜
七
月
頃

「
専
門
別
科
第
三
年
住
田
知
見

記
」「
京
都
尋

常
中
学
校
長

文
学
士
述
」
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住
田

古
代
哲
学
史

明
治
二
二
年
一
〇
月
一
日

〜
同
二
三
年
六
月
二
七
日

「
愛
知
県

住
田
智
見
」「
文
学
士

徳
永
満
之

氏
述
」「
住
田
智
見
記
」

住
田

中
古
哲
学
史

明
治
二
三
年
九
月
二
〇
日

〜
同
二
四
年
一
月
二
七
日

「
文
学
士

徳
永
満
之
述
」「
本
科
第
二
年
級

住
田
智
見
録
」

住
田

近
世
哲
学
史

明
治
二
四
年
二
月
上
旬

〜
同
二
五
年
六
月
二
九
日

「
住
田
智
見

録
」「
文
学
士
徳
永
満
之
口
授
」

関
根

哲
学
史

不
明
（
明
治
二
四
年
〜
同
二
五
年
？
）

「
徳
永
満
之
文
学
士
述
」

関
根

近
代
史

不
明
（
明
治
二
五
年
〜
同
二
六
年
？
）

「
徳
永
師
」

関
根

今
世
哲
学
史

明
治
二
六
年
〜
同
二
七
年

「
徳
永
師
」

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
真
宗
大
学
寮
で
清
沢
が
口
述
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
清
沢
が
担
当
し
た
の
は
専

門
部
の
哲
学
系
科
目
で
あ
り
、
就
任
当
初
は
本
科
と
別
科
の
科
目
を
担
当
し
た
。
し
か
も
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
専
門
部
に
本
科
と
別
科
が

４

５

分
置
さ
れ
た
頃
に
あ
た
り
、
住
田
智
見
は
明
治
二
十
二
年
に
始
業
し
た
本
科
の
第
一
期
生
に
な
る
。

す
で
に
『
全
集
』
第
一
巻
に
は
、
上
杉
文
秀
筆
録
の
『
宗
教
哲
学
骸
骨
講
義
』（
明
治
二
十
五
年
九
月
七
日
〜
同
二
十
六
年
三
月
）
を
収
録

し
て
い
る
。
ま
た
第
五
巻
に
は
、
岡
本
覚
亮
筆
録
本
と
上
杉
文
秀
筆
録
本
に
よ
る
『
西
洋
哲
学
史
講
義
』
を
収
録
し
て
お
り
、
岡
本
の
そ
れ
は

明
治
二
十
二
年
十
月
〜
二
十
五
年
六
月
、
上
杉
の
そ
れ
は
明
治
二
十
三
年
九
月
〜
同
二
十
六
年
六
月
の
も
の
で
あ
る
。
別
巻
Ⅰ
に
収
録
し
た

「
古
代
哲
学
史
」、「
中
古
哲
学
史
」、「
近
世
哲
学
史
」
は
、
岡
本
の
そ
れ
と
同
時
期
で
あ
り
、
上
杉
は
翌
年
、
関
根
は
さ
ら
に
そ
の
翌
年
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
受
講
年
は
、
彼
ら
の
大
学
寮
専
門
別
科
・
本
科
で
の
修
学
年
を
『
本
山
報
告
』
や
『
本
山
事
務
報
告
』
で
調
べ
る

６

と
、
確
か
に
一
致
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
清
沢
は
、
真
宗
大
学
寮
に
て
明
治
二
十
一
年
か
ら
同
二
十
七
年
（
年
度
は
二
十
六
年
度
）
ま
で
講
師
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
分
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か
る
。
大
学
寮
の
専
門
部
で
は
、
宗
乗
・
余
乗
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
け
ら
れ
、
他
に
哲
学
や
漢
学
な
ど
も
あ
っ
た
。
別
巻
に
収

録
し
た
講
義
録
は
、
い
ず
れ
も
専
門
部
に
お
け
る
哲
学
系
の
科
目
で
あ
る
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
若
干
の
推
移
が
あ
り
、
そ
れ
を
表
２
に

示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

表
２

真
宗
大
学
寮
専
門
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
推
移
（
哲
学
系
の
み
）

別
科
二
年

毎
週

時
間

別
科
三
年

毎
週

時
間

本
科
一
年

毎
週

時
間

本
科
二
年

毎
週

時
間

本
科
三
年

毎
週

時
間

出
典

明
治
二
一
年
二
月

論
理

心
理

４

哲
学
史

社
会
哲
学

支
那
哲
学

９

純
正
哲
学

倫
理
哲
学

支
那
哲
学

９

宗
教
哲
学

印
度
哲
学

９

『
本
山
報
告
』
三
二
号
附
録

明
治
二
三
年
七
月
改
正

論
理

１

論
理

心
理

３

哲
学
史

社
会
哲
学

支
那
哲
学

９

哲
学
史

倫
理
学

支
那
哲
学

９

哲
学
史

宗
教
哲
学

印
度
哲
学

９

『
本
山
報
告
』
六
一
号
附
録

明
治
二
四
年
八
月
改
正

論
理

２

心
理

３

『
本
山
報
告
』
七
四
号

明
治
二
五
年
九
月
改
正

印
度
哲
学
を
刪
除

『
本
山
報
告
』
八
七
号

明
治
二
六
年
八
月
改
正

論
理

２

心
理

３

哲
学
史

社
会
学

４

同倫
理
学

４

同宗
教
哲
学

４

『
本
山
報
告
』
九
八
号

当
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
専
門
本
科
の
第
一
年
か
ら
第
三
年
ま
で
を
通
じ
て
、「
哲
学
史
」
と
い
う
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
住
田
筆
録
の
「
古
代
哲
学
史
」「
中
古
哲
学
史
」「
近
世
哲
学
史
」、
お
よ
び
関
根
筆
録
の
「
哲
学
史
」「
近
代
史
」「
今
世
哲
学
史
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
科
一
年
次
、
二
年
次
、
三
年
次
で
の
も
の
に
当
た
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
清
沢
口
述
と
し
て
い
た
『
倫
理
学
史
』
と
『
近
世
倫
理
学
史
』
で
あ
る
が
、
前
者
の
表
紙
に
は
「H

istory
of

M
oral

S[c]ience

」
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の
外
題
が
あ
り
、
内
題
は
「
倫
理
学
史
」、
そ
の
下
方
に
「
明
治
廿
六
年
一
月
十
一
日
午
前
十
時
半
ヨ
リ
」
の
記
載
が
あ
る
。
一
方
、
後
者
の

表
紙
に
は
、「H

istory
of

M
oral

Science

」
の
外
題
が
あ
り
、「
近
世
倫
理
学
史
」
の
内
題
、
お
よ
び
末
尾
に
「
倫
理
学
史
畢
／
明
治
廿
六
年

／
倫
理
学
終
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
二
点
は
、
い
ず
れ
も
明
治
二
十
六
年
に
口
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
も
に
英
文
の
外
題
が
一
致
し
、
内

題
や
尾
題
に
「
倫
理
学
史
」「
倫
理
学
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
二
冊
で
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
、
同
一
科
目
の
口
述
内

容
を
筆
録
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
本
科
第
二
学
年
に
開
講
さ
れ
て
い
た
「
倫
理
学
」
に
相
当
す
る
も

の
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
『
本
山
報
告
』
八
七
号
と
『
本
山
事
務
報
告
』
二
号
に
よ
る
と
、
明
治
二
十
五
年
度
と
二
十
六
年
度
は
柳
祐
信
が
担

当
し
て
い
た
科
目
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

と
こ
ろ
で
、『
本
山
報
告
』
四
〇
・
五
一
・
八
四
・
八
七
・
九
六
号
、
お
よ
び
『
本
山
事
務
報
告
』
二
号
に
は
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
二
十

六
年
頃
ま
で
の
大
学
寮
で
の
科
目
担
当
者
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
徳
永
満
之
」
の
名
も
見
え
る
。
こ
れ
ま
で
、
清
沢
が
大
学
寮
で
教
授

を
務
め
た
間
に
何
の
科
目
を
担
当
し
て
い
た
の
か
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
知
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
貴
重
な
記
事
で
あ
る
。

た
だ
、
専
門
本
科
・
別
科
の
科
目
担
当
者
が
分
か
る
の
は
毎
年
で
は
な
く
、
担
当
学
年
な
ど
の
記
載
の
有
無
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
す
べ
て
の
科
目
の
担
当
者
名
が
確
認
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
た
め
、
実
際
に
開
講
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
科
目

も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
全
貌
は
つ
か
み
に
く
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
担
当
者
の
記
事
と
上
記
四
名
の
筆
録
本
の
情
報
、
お
よ
び
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
推
移
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
明
治
二
十
一
〜
二
十
六
年
度
の
哲
学
系
の
開
講
科
目
と
担
当
者
は
、
表
３
の
よ
う
に
復
元
す
る

７

こ
と
が
で
き
る
。
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表
３

明
治
二
一
〜
二
六
年
度
の
哲
学
系
開
講
科
目
（
復
元
）

別
科
一
年

別
科
二
年

別
科
三
年

本
科
一
年

本
科
二
年

本
科
三
年

備
考

明
治
二
一
年
度

論
理
〔
徳
永
〕

心
理
〔
徳
永
※
１
〕
│

│

│

別
科
三
年
に
住
田
・
岡
本

別
科
二
年
に
上
杉

別
科
一
年
に
関
根
※
２

明
治
二
二
年
度

論
理（
学
）〔
柳
〕

論
理
〔
柳
〕

心
理
〔
柳
〕

哲
学
史
〔
徳
永
〕

社
会（
哲
）学
〔
柳
〕

支
那
哲
学

│

│

本
科
一
年
に
住
田
・
岡
本

別
科
三
年
に
上
杉

別
科
二
年
に
関
根

明
治
二
三
年
度

論
理

論
理

心
理

哲
学
史
〔
徳
永
〕

社
会
学

支
那
哲
学

哲
学
史
〔
徳
永
〕

倫
理
学

支
那
哲
学

│

本
科
二
年
に
住
田
・
岡
本

本
科
一
年
に
上
杉

別
科
三
年
に
関
根

明
治
二
四
年
度

論
理
〔
柳
〕

心
理
〔
柳
〕

哲
学
史
〔
徳
永
〕

社
会
学
〔
柳
〕

支
那
哲
学

哲
学
史
〔
徳
永
〕

倫
理
学

支
那
哲
学

哲
学
史
〔
徳
永
〕

宗
教
哲
学（
史
）〔
徳
永
〕

印
度
哲
学

（
教
育
哲
学
史
）〔
柳
〕

本
科
三
年
に
住
田
・
岡
本

本
科
二
年
に
上
杉

本
科
一
年
に
関
根

明
治
二
五
年
度

論
理
〔
柳
〕

心
理
〔
柳
〕

哲
学
史
〔
柳
〕

社
会
学
〔
柳
〕

支
那
哲
学

哲
学
史
〔
徳
永
〕

倫
理
学
〔
柳
〕

支
那
哲
学

哲
学
史
〔
徳
永
〕

宗
教
哲
学
〔
徳
永
〕

（
教
育
哲
学
）〔
柳
〕

本
科
三
年
に
上
杉

本
科
二
年
に
関
根

明
治
二
六
年
度

論
理

心
理
〔
柳
〕

哲
学
史
〔
柳
〕

社
会
学
〔
柳
〕

哲
学
史
〔
沢
柳
〕

倫
理
学
〔
柳
〕

哲
学
史
〔
徳
永
〕

宗
教
哲
学
〔
徳
永
〕

本
科
三
年
に
関
根

※
注
１

明
治
二
十
二
年
度
に
柳
が
補
講
か
（
本
文
参
照
）

注
２

関
根
は
明
治
二
十
二
年
一
月
頃
に
別
科
入
学
か
（『
関
根
仁
応
日
誌
』
第
八
巻
の
名
畑
氏
に
よ
る
解
説
を
参
照
）
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四
、
真
宗
大
学
寮
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
清
沢
満
之

明
治
二
十
年
に
東
京
大
学
を
卒
業
し
た
清
沢
は
、
明
治
二
十
一
年
に
本
山
の
要
請
に
よ
り
京
都
へ
赴
任
し
、
七
月
に
京
都
府
尋
常
中
学
校
長

８

に
任
じ
ら
れ
、
同
時
に
大
学
寮
で
科
目
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。『
本
山
報
告
』
四
〇
号
に
よ
る
と
、「
京
都
尋
常
中
学
校
長
徳
永
満
之
へ

心
理
」
を
委
嘱
し
た
と
あ
り
、
清
沢
が
最
初
に
大
学
寮
で
担
当
し
た
の
は
専
門
別
科
三
年
対
象
の
「
心
理
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
明
治
二
十
一

年
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
と
、
当
該
学
年
の
哲
学
系
科
目
に
「
論
理
／
心
理
」
と
あ
る
が
、
配
当
時
間
は
切
り
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
お
そ

ら
く
一
つ
の
科
目
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
該
年
度
に
別
科
第
三
学
年
で
あ
っ
た
住
田
智
見
が
「
論
理
学
講
義
」
と
「
心
理

学
講
義
」
を
筆
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
科
目
で
あ
っ
て
も
実
際
に
は
内
容
を
論
理
学
と
心
理
学
と
に
切
り
分
け
て
講
義
を
行
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
た
だ
、
別
巻
Ⅱ
の
解
題
お
よ
び
解
説
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
住
田
筆
録
の
「
心
理
学
講
義
」
は
、
途
中
で
柳
祐
信
に
口
述
者
が

変
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
墨
付
き
第
一
六
丁
裏
に
、「
明
治
廿
二
年
九
月
廿
一
日
補
講
／
文
科
大
学
卒
業
生

柳
祐
信
氏
述
」
と
あ
り
、

末
尾
に
は
「
明
治
二
十
二
年
己
丑
十
有
二
月
十
四
日
満
席
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
清
沢
が
講
じ
た
心
理
学
の
補
講
を
柳
が
担
当
し
た
と
い
う
の

は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

９

当
時
の
大
学
寮
の
年
度
替
わ
り
は
、
七
〜
九
月
の
夏
季
休
暇
前
後
が
境
目
で
あ
っ
た
。
住
田
は
、
別
科
第
三
年
で
あ
っ
た
明
治
二
十
一
年
九

月
よ
り
清
沢
の
「
論
理
／
心
理
」
を
受
講
し
た
が
、
論
理
学
の
内
容
が
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日
ま
で
続
い
た
た
め
、
心
理
学
の
内
容
は
五
月

十
四
日
か
ら
六
月
末
ま
で
の
短
期
間
だ
け
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
清
沢
は
、
受
持
し
た
「
論
理
／
心
理
」
に
お
い
て
、
論
理
学
と
心
理
学
の
内

容
を
一
ヶ
年
度
内
に
す
べ
て
口
述
で
き
て
お
ら
ず
、
論
理
学
に
時
間
を
割
い
て
心
理
学
に
関
し
て
は
ほ
ん
の
一
部
し
か
講
義
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
住
田
が
七
月
に
本
科
第
一
学
年
に
進
級
し
た
の
ち
、
九
月
よ
り
十
二
月
ま
で
同
科
目
の
補
講
を
柳
が
行
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
た
だ
、
明
治
二
十
二
年
度
の
科
目
で
別
科
第
三
年
対
象
に
「
論
理
、
心
理

柳
祐
信
」
と
は
あ
る
が
、
本
科
一
年
対
象
科
目
に
心

理
学
な
い
し
そ
れ
に
相
当
す
る
科
目
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
別
科
第
三
年
の
科
目
を
前
年
度
の
補
講
に
も
兼
ね
た
の
か
、
別
科
三
年

真宗総合研究所研究紀要 第 39号

61



の
科
目
と
は
別
に
補
講
を
設
け
た
の
か
は
、
残
念
な
が
ら
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
を
引
く
の
は
、
明
治
二
十
三
年
度
の
別
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
に
よ
り
、
哲
学
の
科
目
と
し
て
第
二
年
に
「
論
理
」、
第
三
年

に
「
論
理
／
心
理
」
と
な
り
、
論
理
学
の
時
間
が
第
二
年
に
も
配
当
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
論
理
学
と
心
理
学
両
方
の
内
容

を
十
分
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
明
治
二
十
四
年
度
の
別
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
で
は
、
哲
学
の
科
目

は
第
二
年
に
「
論
理
」、
第
三
年
に
「
心
理
」
と
明
確
に
切
り
分
け
ら
れ
、「
論
理
」
の
方
は
さ
ら
に
時
間
数
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

口
述
内
容
が
偏
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
上
記
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
少
し
ず
つ
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
本
科
の
哲
学
系
科
目
で
は
、「
哲
学
史
」
が
第
一
年
か
ら
第
三
年
ま
で
を
通
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
当
初
は
そ
う
で

は
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
一
年
二
月
時
点
で
は
、
第
一
年
に
「
哲
学
史
」、
第
二
年
に
「
純
正
哲
学
」、
第
三
年
に
「
宗
教
哲
学
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
明
治
二
十
三
年
度
に
は
、
哲
学
史
を
三
年
間
通
じ
て
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
、「
純
正
哲
学
」
は
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
初
設
定

さ
れ
た
「
純
正
哲
学
」
は
、
井
上
円
了
が
創
設
し
た
哲
学
館
に
清
沢
が
参
加
し
、
そ
こ
で
同
名
科
目
を
講
義
し
た
経
験
と
関
係
が
あ
る
と
み
ら

れ
る
。

ま
た
、
哲
学
系
科
目
と
し
て
は
、
支
那
哲
学
と
印
度
哲
学
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
誰
か
が
担
当
し
た
形
跡
は
な

く
、
実
際
に
は
開
講
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
明
治
二
十
六
年
八
月
に
改
正
さ
れ
た
科
目
表
に
こ
れ
ら
は
見

え
ず
、
削
除
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
改
正
に
は
、
当
然
な
が
ら
清
沢
や
柳
ら
の
意
向
が
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
哲
学
を
研
究
す
る
う
え
で
何
が
重
要

で
あ
る
か
を
確
認
し
、
修
学
の
た
め
の
科
目
や
開
講
時
間
数
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
住
田
筆
録
の
「
心
理

学
」
の
途
中
で
清
沢
か
ら
柳
へ
口
述
者
が
変
わ
っ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
交
代
で
は
な
く
、
科
目
の
時
間
数
や
学
年
配
当
が
十
分
整
備
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
様
子
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
講
義
録
に
よ
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
少
し
ず
つ
整
え
ら
れ
て
い
く
経

緯
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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当
時
の
宗
門
学
制
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
て
い
た
が
、
と
く
に
大
学
寮
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
科
目
担
当
者
た
ち
が
積
極
的
に

関
与
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
二
十
九
年
に
は
真
宗
高
倉
大
学
寮
と
真
宗
大
学
と
が
分
離
す
る
な
ど
、
清
沢
ら
の
学
制
改
革
運
動
に
よ
っ

て
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
宗
門
学
事
の
変
遷
は
、
こ
の
時
の
組
織
改
革
や
白
川
党
の
設
立
が
そ
の
起
点
と
し
て
注
目
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
大
学
寮
時
代
か
ら
そ
の
胎
動
が
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
な
ど
の
積
極
的
な
関
与
が
そ
の
後
の
運
動
に
も
繋
が
っ

て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
。
後
の
運
動
に
関
わ
っ
た
者
の
な
か
に
、
大
学
寮
時
代
の
科
目
担
当
者
が
大
勢
い
る
こ
と
は
、
ま

さ
に
そ
の
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
、
大
学
寮
を
通
じ
て
の
清
沢
ら
の
交
流
を
中
心
に
、
学
制
改
革
運
動
の
起
点
と
な
る
前
後
の
動
向
を
見
て
お
き
た
い
。

五
、
学
制
改
革
運
動
の
胎
動

関
根
仁
応
が
大
学
寮
別
科
に
在
学
中
で
あ
っ
た
明
治
二
十
二
年
九
月
、
彼
の
日
誌
に
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
載
が
あ
る
（（
後
略
）

（
中
略
）
は
引
用
者
注
）。

去
ル
六
日
柳
祐
信
氏
ヲ
訪
フ

一
時
間
程
談
話
シ
テ
帰
ル
（
後
略
）

柳
氏
曰
ク
（
予
ノ
問
ニ
答
テ
）
哲
学
ハ
洋
書
ニ
付
カ
サ
ル
モ
大
抵
学
ヒ
得
ヘ
シ
…
…

併
シ
確
カ
リ
学
フ
ニ
ハ
洋
書
ヲ
ミ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ

ト
…
…

拉
典
独
等
ノ
語
ハ
格
別
ノ
必
要
モ
ナ
シ

何
ト
ナ
レ
ハ
大
抵
皆
英
書
ヲ
読
メ
ハ
其
中
ニ
拉
典
モ
何
モ
充
分
ニ
翻
訳
シ
ア
レ
ハ
ナ

リ

故
ニ
英�

書�

サ
ヘ
ヨ
ク
読
メ
タ
ナ
ラ
独
乙
拉
典
等
ハ
余
リ
知
ラ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
必
要
モ
ナ
シ

特
ニ
現
今
大
学
校
ニ
拉
典
語
ヲ
課
目
ニ
入

レ
テ
ア
レ
ト
モ
西
洋
人
中
ニ
モ
充
分
ニ
是
ヲ
教
ル
モ
ノ
ハ
ナ
キ
程
ナ
リ
（
中
略
）
英
書
ハ
マ
コ
ー
レ
ー
ノ
エ
ツ
セ
ー
位
ハ
読
ダ
ノ
カ
…
…

（
マ
マ
）

文
法
書
ハ
何
ヲ
読
タ
カ
…
…

文
法
カ
文
法
ハ
先
ヅ
フ
リ
ー
ズ
（
タ
シ
カ
コ
ウ
云
ハ
レ
タ
様
ナ
レ
ト
モ
ヨ
ク
解
セ
サ
リ
ギ
）
ガ
出
来
ル
ナ

ラ
ハ
ヨ
カ
ラ
ン
…
…

ウ
ン
先
ヅ
論
理
ガ
入
用
デ
ア
ル
…
…

関
根
が
別
科
二
年
の
時
で
あ
る
か
ら
、
柳
担
当
の
論
理
学
を
受
講
し
は
じ
め
る
直
前
頃
で
あ
ろ
う
。
関
根
の
質
問
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
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文
脈
か
ら
推
す
と
、
お
そ
ら
く
哲
学
系
科
目
を
受
講
す
る
う
え
で
ど
の
よ
う
な
語
学
の
学
習
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
す
る
回
答
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
受
講
す
る
こ
と
に
な
る
論
理
学
の
重
要
性
を
諭
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
上
で
真
っ
先
に
受
講
す
る
哲
学
系
科
目
が
論
理
学
で
あ
る
の
で
、
そ
の
説
明
を
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
学
寮
の

学
生
と
教
授
と
の
交
流
を
示
す
重
要
な
一
齣
で
あ
り
、
後
に
学
制
改
革
運
動
に
加
わ
る
こ
の
二
人
の
交
流
は
、
こ
の
頃
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

学
制
改
革
運
動
と
い
え
ば
、
明
治
二
十
六
年
度
に
本
科
二
年
の
哲
学
史
を
沢
柳
政
太
郎
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
当
時
は
宗
門

内
に
お
い
て
、
清
沢
を
中
心
に
学
制
改
革
運
動
が
始
ま
る
時
期
に
当
た
り
、
正
確
に
は
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
月
に
清
沢
が
稲
葉

昌
丸
・
井
上
豊
忠
ら
と
と
も
に
本
山
執
事
の
渥
美
契
縁
に
財
政
整
理
と
教
学
振
興
を
献
策
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
し
て
翌
二
十
六
年
九
月
に

は
、
清
沢
の
一
年
後
輩
に
あ
た
る
沢
柳
を
招
聘
し
、
大
谷
尋
常
中
学
校
校
長
と
宗
門
内
の
教
学
部
顧
問
に
就
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同

時
に
大
学
寮
の
哲
学
史
を
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
清
沢
の
打
診
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
清
沢
が
大
学
寮
で
教
鞭
を
と
っ
た
時
期

は
、
ち
ょ
う
ど
改
革
運
動
の
起
点
と
な
る
重
要
な
時
期
に
当
た
る
の
で
あ
り
、
彼
を
中
心
と
し
た
科
目
担
当
者
が
多
く
改
革
運
動
に
参
加
し
て

い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
の
授
業
や
交
流
が
そ
の
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
学
寮
を
通
じ

た
清
沢
と
他
の
科
目
担
当
者
ら
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
宗
門
の
学
事
史
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
清
沢
は
明
治
二
十
七
年
四
月
二
〇
日
、
肺
結
核
の
診
断
を
受
け
、
そ
の
後
教
職
を
辞
し
、
六
月
か
ら
垂
水
で
の
療
養
生
活
に
入

る
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
は
、
別
巻
Ⅱ
収
録
の
『
今
世
哲
学
史
』
が
冒
頭
に
「
未
結
」
と
あ
り
、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
講
義
途
中
で
の
辞
任
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

清
沢
の
受
持
科
目
は
、
初
年
度
を
除
く
と
、
本
科
第
一
〜
三
年
の
哲
学
史
お
よ
び
第
三
年
の
宗
教
哲
学
で
あ
る
が
、
前
者
の
す
べ
て
の
学
年

を
受
け
持
っ
た
の
は
明
治
二
十
四
年
度
だ
け
で
、
二
十
五
年
度
は
二
年
と
三
年
、
二
十
六
年
度
は
三
年
の
み
の
担
当
で
あ
る
。
学
生
か
ら
す
れ

ば
、
二
十
二
〜
二
十
四
年
の
本
科
入
学
生
が
三
箇
年
い
ず
れ
も
清
沢
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
一
見
す
る
と
、
少
な
く
と
も
哲
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学
史
の
担
当
は
二
十
六
年
度
末
を
最
後
に
退
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
注
意
を
引
く
の
は
、
明
治
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日
付
の
両
親
ほ
か
宛
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

兼
而
御
話
申
上
置
候
辞
職
旅
行
之
儀
、
本
月
二
日
渥
美
執
事
へ
申
出
候
処
殊
の
外
恐
愕
に
有
之
候
。
併
し
当
日
北
国
行
之
都
合
に
て
緩
々

た
る
談
話
も
無
之
其
の
儘
に
相
成
居
候
。
申
出
候
節
は
三
月
限
り
に
て
辞
職
と
申
置
候
処
、
其
の
儀
丈
は
差
延
、
兎
も
角
来
る
七
月
迄
、

是
非
在
京
と
致
居
候
様
、
他
へ
申
残
し
に
て
其
の
人
よ
り
熟
談
有
之
、
小
生
も
必
ず
し
も
本
月
限
り
と
云
ふ
の
必
要
も
無
之
故
、
先
づ
其

の
意
に
任
せ
居
候
。
併
し
七
月
に
は
ド
ー
あ
つ
て
も
出
立
の
事
に
決
定
致
居
候
。

西
村
見
暁
氏
に
よ
る
と
、「
三
人
と
も
職
を
し
り
ぞ
い
て
全
国
を
行
脚
し
、
私
立
学
校
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
決
心
せ
ら
れ
た
」
と

い
い
、
上
記
の
よ
う
に
教
学
刷
新
を
企
図
し
た
清
沢
は
、
稲
葉
・
井
上
と
と
も
に
辞
職
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
井

上
豊
忠
は
、
明
治
二
十
五
年
二
月
七
日
に
大
学
寮
の
授
業
時
間
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
太
田
祐
慶
宅
を
訪
ね
た
際
、
清
沢
と
初
対
面
し
た
時

の
こ
と
を
回
想
し
て
お
り
、「
此
時
先
師
（
清
沢
）
は
猛
烈
な
制
慾
に
よ
つ
て
修
養
を
や
つ
て
居
ら
る
ゝ
最
中
で
已
に
京
都
尋
常
中
学
校
長
を

辞
し
、
将
に
教
職
を
も
辞
し
て
専
ら
声
聞
主
義
の
修
行
に
全
力
を
注
が
う
と
し
て
其
準
備
中
で
あ
」
っ
た
と
い
う
。

確
か
に
清
沢
は
、
明
治
二
十
三
年
頃
よ
り
禁
欲
制
戒
の
生
活
を
実
践
し
て
お
り
、
そ
の
頃
に
京
都
府
尋
常
中
学
校
の
校
長
職
を
辞
し
て
い

る
。
中
学
校
と
大
学
寮
で
の
授
業
は
継
続
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
二
十
六
年
三
月
に
は
中
学
校
が
宗
門
よ
り
京
都
府
へ
返
還
さ
れ
て
お
り
、
先

の
手
紙
に
は
「
先
づ
一
方
丈
は
手
明
き
に
相
成
都
合
宜
敷
御
座
候
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
清
沢
は
、
結
核
を
患
う
前
々
年
か
ら
辞
職
の
意
思
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
井
上
豊
忠
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
禁

欲
生
活
の
一
環
と
し
て
退
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
も
宗
政
を
担
う
本
山
上
層
部
（
と
く
に
執
事
の
渥
美
契
縁
）
に
対

す
る
不
満
が
募
っ
て
の
意
向
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
実
際
に
は
、
種
々
の
経
緯
に
よ
り
三
名
と
も
留
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
、
結
局
は
二

十
七
年
頃
の
結
核
罹
患
が
辞
職
の
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
辞
意
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
授
業
と
修
道
生
活
を
両
立
す

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
制
改
革
運
動
へ
発
展
し
て
い
く
動
き
と
し
て
の
側
面
も
見
え
隠
れ
す
る
の
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で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
清
沢
の
大
学
寮
時
代
の
動
向
は
、
そ
の
後
に
展
開
す
る
改
革
運
動
の
経
緯
を
検
討
す
る
う
え
で
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
く
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
へ
の
関
与
や
教
授
陣
た
ち
と
の
交
流
な
ど
は
、
明
ら
か
に
学
制
改
革
に
繋
が
る
も
の
で

あ
る
。
清
沢
が
大
学
寮
の
科
目
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
に
際
し
て
井
上
と
激
し
く
討
論
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
彼
ら
の
意
見
交
換
や
情
報
共
有

を
促
進
さ
せ
、
宗
門
学
制
の
整
備
と
い
う
目
標
が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
動
向
は
、
改
革

運
動
の
胎
動
期
の
実
情
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
。

の
ち
の
真
宗
大
学
時
代
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
科
目
担
当
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ

の
前
の
真
宗
大
学
寮
に
な
る
と
、
と
く
に
誰
が
ど
の
科
目
を
担
当
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
こ
の
時
期
は
、
宗
門
学
制
改
革
運
動
へ
の
胎
動
期
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
宗
門
学
事
史
上
、
重
要
な
時
期
で
あ

る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

以
上
、
今
回
の
別
巻
編
集
に
係
わ
る
調
査
に
よ
っ
て
、
清
沢
を
は
じ
め
と
す
る
各
科
目
担
当
者
や
そ
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
も
加
え
て
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。（
以
上
、
大
艸
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

１

こ
れ
ら
を
調
査
・
確
認
す
る
に
い
た
る
過
程
で
、
本
学
図
書
館
や
大
学
史
資
料
室
の
方
々
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

２

各
氏
に
甚
深
の
謝
意
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
清
沢
満
之
研
究
に
資
す
る
目
的
か
ら
も
、
こ
こ
に
文
献
情
報
を
公
開
し
、
広
く
共
有
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

３

関
根
仁
応
や
清
沢
満
之
は
各
史
料
上
で
は
旧
姓
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
関
根
、
清
沢
に
統
一
し
た
。

４

明
治
二
十
一
年
二
月
十
四
日
局
達
第
一
号
（『
本
山
報
告
』
三
二
号
）。

５
『
本
山
報
告
』
四
九
号
。

６

こ
れ
を
整
理
す
る
と
左
の
ご
と
く
で
あ
る
（
及
第
・
修
了
な
ど
の
表
記
は
出
典
に
従
っ
た
）。
な
お
、
岡
本
覚
亮
は
明
治
二
十
五
年
に
中
島
姓
に
改
姓
し
て
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い
る
。

別
表

年
月

住
田
智
見

岡
本
覚
亮

上
杉
文
秀

関
根
仁
応

出
典

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
一
〇
月

別
科
二
年
級
及
第

『
本
山
報
告
』
四
〇
号

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
七
月

別
科
卒
業

別
科
二
年
級
修
了

別
科
一
年
級
修
了

『
本
山
報
告
』
四
九
号

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
七
月

本
科
一
年
級
修
了

別
科
卒
業

別
科
二
年
級
修
了

『
本
山
報
告
』
六
一
号

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
七
月

本
科
二
年
級
修
了

本
科
一
年
級
修
了

別
科
卒
業

『
本
山
報
告
』
七
三
号

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
七
月

本
科
卒
業

本
科
二
年
級
修
了

本
科
一
年
級
修
了

『
本
山
報
告
』
八
五
号

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
七
月

本
科
卒
業

本
科
二
年
級
修
了

『
本
山
報
告
』
九
七
号

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
七
月

本
科
卒
業

『
本
山
事
務
報
告
』
一
〇
号

７

科
目
名
は
、
上
記
の
科
目
担
当
者
の
記
事
と
表
２
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
表
記
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
表
３
で
は
（

）
で
異
同
を
補
っ
た
。

８
『
本
山
報
告
』
三
七
号
。

９

例
え
ば
、
明
治
二
十
一
年
二
月
の
「
大
学
寮
規
則
」
第
三
章
第
三
款
第
七
条
に
「
学
年
ハ
七
月
十
一
日
ニ
始
リ
翌
年
七
月
十
日
ニ
終
ル
」
と
あ
り
（『
本
山

報
告
』
三
二
号
附
録
）、
同
二
十
三
年
七
月
の
同
第
八
条
に
「
学
年
ハ
九
月
ニ
始
リ
翌
年
八
月
ニ
終
ル
」（
同
六
一
号
附
録
）
と
あ
る
。

１０
『
本
山
報
告
』
五
一
号
。

１１
『
大
谷
大
学
百
年
史
』（
大
谷
大
学
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
七
五
頁
。

１２

明
治
二
十
九
年
六
月
五
日
告
達
甲
第
一
号
（『
本
山
事
務
報
告
』
三
三
号
）。

１３
『
関
根
仁
応
日
誌
』
第
八
巻
、
一
六
六
頁
。

１４

関
根
仁
応
と
改
革
運
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
名
畑
直
日
児
「
明
治
期
の
大
谷
派
宗
門
の
動
き
│
『
関
根
仁
応
日
誌
』
を
通
し
て
│
」（『
教
化
研
究
』
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一
三
七
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
大
畑
博
嗣
「『
関
根
仁
応
日
誌
』
に
見
る
大
谷
大
学
史
│
教
団
改
革
運
動
か
ら
真
宗
大
学
東
京
移
転
ま
で
│
」（『
真
宗
総
合

研
究
所
研
究
紀
要
』
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

１５

注
１１
前
掲
、
一
一
二
頁
。

１６
『
全
集
』
第
九
巻
、
五
五
頁
。

１７

西
村
見
暁
『
清
沢
満
之
先
生
』（
法
蔵
館
、
一
九
五
一
年
）、
一
三
七
頁
。

１８

注
１７
前
掲
、
一
三
一
頁
。

１９

森
岡
清
美
『
真
宗
大
谷
派
の
革
新
運
動
│
白
川
党
・
井
上
豊
忠
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
│
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）。

２０

注
１７
前
掲
。

２１

こ
の
時
期
の
動
向
の
詳
細
は
、
森
岡
氏
の
著
書
（
注
１９
前
掲
）
を
参
照
。

＊
本
報
告
は
二
〇
一
八
〜
二
〇
二
〇
年
度

指
定
研
究

清
沢
満
之
研
究
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
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